
記載日

団体名 所管局名

設立目的
市民に便利で潤いのある暮らしを提案するとともに、多様なニーズに応じたビジネス空間の提供と、安
全で快適な海上運送を通じて、地域社会に貢献し続ける企業を目指す。

ミッション・価値・目標設定シート（MVTシート）

○基本情報 平成28年2月15日

株式会社ＯＭこうべ みなと総局

施設の価値向上、集客イベ

ントの実施、適切な店舗配

置などにより、ショッピング

センターは、専門店売上高

概ね２５０億円程度を維持し、

近隣商業施設は、テナント

入居率１００％を目指す。 

 会館については、イベン

トの開催などにより、地域

のコミュニティづくりを進め

ていく。 
 体育レクリエーション施

設については、既に包括

的に管理運営を委託して

いる民間事業者と連携し、

一層のサービス向上等に

より利用者数の増を図る。 

 より一層のＰＲ、販促活動

による乗船客数の増とともに

経費削減を図り、事業収支の

早期改善に努める。 
 乗船客数 
  Ｈ３１ ４０１千人 
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地域のニーズが反映された

商業施設が利用できる。 

１ 

神戸市が開発してきた団地について、商業施設の整備運営、地域における会館・集

会所等の公益施設や体育レクリエーション施設の管理運営、海上アクセス航路の運

航を行うことにより、住民の利便と福祉の向上・産業経済の発展に寄与する。 

長 

期 

１・・・商業施設の整備運営 
市の地域活性化やオールドタウン対策とも連携しつつ、民間業者のノウハウを取り

入れながら、入居率の維持・向上に努め、顧客満足度の更なる向上を図ること。 
 
２・・・会館運営事業・体育レクリエーション施設運営事業 
事業や施設運営のあり方を市とともに検討し、一部の会館については地域による自

主管理を支援していくこと。 
 

３・・・海上アクセス事業 
経営統合によって関西国際空港－神戸空港間の海上アクセス航路を維持し、より一

層の旅客利便性やサービス向上を行う。 

 
 

 
 

５ 
 

 

年 

【2020ビジョン及び部門別計画等との関わり】 

計画的開発団地（ニュータウン）のリノベーション 

（近隣センターにおける商業施設の整備） 

様式２－１ 

 
会館の自主管理等の体

制が整うまでは運営の

支援を受けることができ、

移行するまでは引き続

き利用サービスを受ける

ことができる。 

２ 
 
神戸から関空への海上

アクセスとして公共交通

機関だけでなく、災害時

の代替ルートとして利用

することができる。 

３ 



記載日

団体名 所管局名

○団体による自己評価［１次評価］

事業No．

評価

評価担当者

事業No．

評価

評価担当者

H30事業目標

総務部長　　筑田　正浩

総務部長　　筑田　正浩

H29事業目標
ショッピングセンターは、前年度からの売り上げ低下傾向が続いているが、魅力ある
ショッピングセンターづくりに取り組み売り上げの確保を目指す（251億円程度）。また、
近隣商業施設は、空き店舗の早期解消を目指す（入居率99.0％程度）。

H29実績評価

ショッピングセンターにおいては、根強い節約志向や近隣競合店の影
響が続く中、イベントやキャンペーン等の販売促進活動や、トイレ洋式
化等のアメニティの向上等に取り組み、売上高の維持に努めた。
近隣商業施設においては、リニューアル事業により空き店舗への誘
致を休止している施設を除くと目標をクリアしており、住民の利便性の
確保に努めた。

ショッピングセンター専門店売上高　２４５億円
近隣商業施設　　　テナント入居率（全体）　９８．１％
　　　　　　　　　　　　　　　〃　　（ﾘﾆｭｰｱﾙ施設を除く）　９９．０％

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

H29事業目標

渦森会館の建替えに伴い、文化教室等の減も予想されるが、引き続き地域コミュニ
ティづくりに寄与する会館運営を目指す（利用件数10,800件程度）。また、体育レクリ
エーション施設とあわせて、住民ニーズに対応できるよう更なるサービス向上に努め
る（利用件数92,800件程度）。

H29実績評価

会館については、文化教室のチラシの新聞折込による配布等各種Ｐ
Ｒに努めた他、展示や発表会等の催し物の開催等生涯学習の場とし
ての会館運営に努めた結果、目標をクリアできた。
体育レクリエーション施設（テニス場）については、一部でトレーニング
教室の開催や高齢者割引等を引き続き実施した他、人工芝の張替等
の施設整備により、サービスの向上に努めた。
以上の取り組みにより、住民の利用ニーズに対応することができた。

会館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 利用件数　１０，８７４件
体育レクリエーション施設(テニス場)　利用件数　９１，８３５件

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

H30事業目標
ショッピングセンターは、売り上げ低下傾向が続いているが、魅力あるショッピングセ
ンターづくりに取り組み売り上げの確保を目指す（245億円程度）。また、近隣商業施
設は、空き店舗の早期解消を目指す（入居率99.0％程度）。

渦森会館の建替えに伴い、文化教室等が減となるが、引き続き地域コミュニティづくり
に寄与する会館運営を目指す（利用件数10,200件程度）。また、体育レクリエーション
施設とあわせて、住民ニーズに対応できるよう更なるサービス向上に努める（利用件
数91,700件程度）。

主要事業（様式１－３）との関わり あり（事業番号：1・2）

主要事業（様式１－３）との関わり あり（事業番号：４・５）

平成29年度　ミッションの達成評価シート１　［１次評価］

平成30年8月27日

みなと総局株式会社ＯＭこうべ

１－Ａ

２－Ｂ

様式２－２ 



記載日

団体名 所管局名

○団体による自己評価［１次評価］

事業No．

評価

評価担当者 総務部長　　筑田　正浩

H29実績評価

海上アクセス（ベイ・シャトル）については、乗船客数は減少したもの
の、経費削減等により、黒字継続できた。

海上アクセス(ベイ・シャトル)　乗船客数　３２９，２６２人

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

H30事業目標
外国人個人客や日本人利用者の利用促進に努め、事業収支の黒字継続を目指す。
（海上アクセス(ベイ・シャトル)　乗船客数　３５５千人）

３－Ｃ 主要事業（様式１－３）との関わり あり（事業番号：３）

H29事業目標
外国人個人客や日本人利用者の利用促進に努め、事業収支の黒字継続を目指す。
（海上アクセス(ベイ・シャトル)　乗船客数　３５０千人）

平成29年度　ミッションの達成評価シート１　［１次評価］

平成30年8月27日

株式会社ＯＭこうべ みなと総局

様式２－２ 



記載日

団体名 所管局名

○所管局による総合評価（ミッションの達成評価）［２次評価］

総合評価

評価担当者

平成29年度　ミッションの達成評価シート２　［２次評価］

平成30年8月30日

みなと総局株式会社ＯＭこうべ

コメント

【ミッション毎の評価】
１．商業施設の整備運営・・・・・・評価A
　（上記評価の理由）
売上高については、根強い節約志向や近隣競合店の影響が続
く中、ほぼ目標値を達成している。
また、テナント入居率についてもリニューアル事業により空き店
舗への誘致を休止している施設を除けば、目標を達成してお
り、住民の利便性の確保につとめたと評価できる。

２．会館運営事業・体育レクリエーション施設運営事業・・・評価
A
　（上記評価の理由）
会館、体育レクリエーション施設においては様々な取り組みを
行い、サービス向上に努めるとともに、利用件数についてもほ
ぼ目標値を達成しており、住民の利用ニーズに十分対応したと
評価できる。

３．海上アクセス事業・・・・・・評価Ａ
　（上記評価の理由）
乗船人数については減少したものの、第一の目標である事業
収支の黒字継続は達成したため。

【総合評価の理由】
上記のとおり、目標を達成したため。

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

対応方法

総合評価がB又はCの
場合は必ず記載

みなと総局総務課長　和泉　智久

様式２－３ 
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